社団法人映像情報メディア学会
「画像・映像エンジニアのための視覚メカニズム・錯視講習会」
開　催　案　内

　映像・画像システムの最終端末は人間の目および脳であるにもかかわらず、この視覚系のもつメカニズムには、映像・画像エンジニアが一般に理解していない部分が多く、研究開発現場においては未だ手探りあるいは試行錯誤の部分が多いのが現状です。そこで視覚研究の第一線でご活躍されている研究者を講師に招き、
· 視覚系に関するわかりやすい講義をいただき、視覚・画像認識メカニズムに対する理解を深める

· 錯視の例を解説いただき、目に見えにくい信号、目障りな信号、予期せぬ見え方をする信号などを実感してもらう

ことを目的とし、画像・映像に携わるエンジニアの研究開発意欲を刺激する講習会を企画しました。

テレビジョン・ディスプレイ技術者、画像処理・画像認識・画像符号化・画質評価研究者、その他画像・映像システムにかかわる方々のほか、若い技術者や学生にも幅広く参加いただければ幸いです。
なお、本講習会の特典として、会員外・一般学生として参加された方は入会金不要で会員の資格が得られ、以後１年間、学会行事（例：年次大会・冬季大会・各種研究会・講習会等）に会員として参加でき、毎月発行している機関誌「映像情報メディア学会誌」をお手元にお届けいたします。会員外・一般学生での参加者には入会申込書を郵送いたしますので、本講習会開催日までにご提出下さい，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１．日　時　２０１１年２月１８日（金）１３時～１７時３０分
２．会　場　機械振興会館　地下３階　研修２号室
３．参加費(テキスト代金含む)
　　　会　員：１０，０００円　　学生会員：５，０００円　　65歳以上会員　：　５，０００円

　　　会員外：２０，０００円　　一般学生：８，０００円　　65歳以上会員外：１６，０００円
今回の講習会にご参加いただくと、自動的に1年分の会員の資格が得られ、他の学会行事（例：年次大会・冬季大会・研究会・講習会等）に会員として参加でき、また、毎月発行している会誌をお手元にお届けいたします。
４．講習内容・講師・時間
（１）開会の挨拶------------------------------------高村誠之（調査理事）１３：００～１３：０５

（２）動きと質感の視知覚------------------------------西田眞也（ＮＴＴ）１３：０５～１３：４５
（３）錯視いろいろ----------------------------------北岡明佳（立命館大）１３：４５～１４：２５
（４）視覚の数理モデルによる錯視の解析と生成----------新井仁之（東京大）１４：２５～１５：０５
休　　　　憩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  １５：０５～１５：２５
（５）空間知覚の機能と機構----------------------------金子寛彦（東工大）１５：２５～１６：０５
（６）色覚の基礎と環境適応性--------------------------溝上陽子（千葉大）１６：０５～１６：４５
（７）知覚画像処理：色覚と質感の変換工学--------------岡嶋克典（横国大）１６：４５～１７：２５

（８）閉会の挨拶------------------------------------柴田　豊（企画理事）１７：２５～１７：３０

５．主　催　社団法人　映像情報メディア学会
６．申込方法　参加ご希望の方は、適宜の用紙に必要事項（氏名・所属・会員種別・所属学会・連絡先

　　　　　　　（聴講参加券送付先）)を記載の上、Ｅ－ｍａｉｌまたはｆａｘで下記宛申込み下さい。
　　　　　　　折返し参加券・請求書をお送りいたします。
７．参加費の銀行振込みの場合　みずほ銀行　新橋支店　当座０１０４１５９

　　　　　　　　　　　　　　　口座名義：社団法人映像情報メディア学会
８．申込先：社団法人　映像情報メディア学会事務局講習会係

　　　　　　１０５－００１１　東京都港区芝公園３－５－８　機械振興会館内

　　　　　　　　　　　　　　　TEL．０３－３４３２－４６７７　FAX．０３－３４３２－４６７５

　　　　　　　　　　　　　　　E‐mail：kato(at mark)ite.or.jp









